
輝く緑  大志が育つ  北広島

　私も、白い花を植えてみようかしら。（北広島市花の会・第10回フラワーコンテスト）
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こ
の
度
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
無
投

票
当
選
に
よ
り
市
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
変
厳

し
い
状
況
の
中
で
、
再
び
市
長
の
重
責
を

担
う
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
17
年
に
市
政
を
担
っ
て
か

ら
４
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
基
本
に
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
政
策
を
は
じ
め
多
く

の
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

経
済
・
雇
用
対
策
、
原
油
高
に
よ
る
福

祉
灯
油
な
ど
の
緊
急
の
課
題
や
妊
婦
検
診
、

乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
拡
大
、
家
庭
ご

み
の
有
料
化
な
ど
、
時
代
の
要
請
に
基
づ

く
施
策
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
出
前
ト
ー
ク
や
市
政
懇
談
会
な

ど
、
地
域
に
出
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接

話
し
合
う
機
会
を
で
き
る
だ
け
持
つ
よ
う

に
心
掛
け
、
市
民
参
加
条
例
や
協
働
指
針

の
制
定
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
、
各
地
区
で
市
民
主
体
の
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

の
土
台
は
で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ

な
行
事
や
事
業
、
会
議
に
参
加
し
や
す
い

場
づ
く
り
や
情
報
提
供
な
ど
に
努
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し

て
も
、
北
広
島
の
良
さ
、
課
題
な
ど
を
十

分
に
精
査
し
た
上
で
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
か
ら
、
今
日
ま
で
社
会
の
発
展
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々
ま
で
す

べ
て
の
市
民
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
北
広

島
市
の
発
展
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先

人
の
皆
さ
ん
の
足
跡
を
継
承
・
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
市
の
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
次
期
総
合

計
画
（
平
成
23
年
度
以
降
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

元
気
で
夢
の
あ
る

快
適
な
都
市
の

実
現
を
目
指
し
ま
す

●●市長就任あいさつ市長就任あいさつ

②

北広島市長　上野正三

計
画
）
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
新

し
い
都
市
像
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。



③

　

主
に
、
４
つ
の
業
務
が
あ
り
ま
す
。

　　

介
護
に
関
す
る
相
談
や
心
配
事
、健
康
、

福
祉
、
医
療
、
生
活
の
事
な
ど
、
高
齢
者

に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
●
認
知
症
の
人
に
、
ど
う
か
か
わ
れ
ば
よ

　

い
か

●
介
護
保
険
の
申
請
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

●
地
域
の
高
齢
者
と
交
流
で
き
る
場
を
知

　

り
た
い

●
退
院
後
の
生
活
が
心
配

　　

成
年
後
見
制
度
を
紹
介
す
る
ほ
か
、
高

齢
者
虐
待
、
消
費
者
被
害
な
ど
の
相
談
に

応
じ
、
高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
す
。

　
●
財
産
の
管
理
に
自
信
が
無
く
な
っ
た
と

　

き
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

●
虐
待
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
、
虐
待
を
さ

　

れ
て
い
る
人
が
い
る
の
だ
が

　　

要
介
護
認
定
で
要
支
援
１

　

・
２
に
な
っ

た
方
や
、
要
介
護
・
要
支
援
に
な
る
可
能

性
の
あ
る
方
が
、
介
護
予
防
な
ど
の
た
め

に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　
●
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
使
え
る
か

●
今
の
健
康
を
維
持
す
る
に
は

　　

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
つ
く

る
た
め
に
、
医
療
機
関
や
行
政
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
地
域
ケ
ア
会
議

を
開
催
し
、
関
係
機
関
と
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
４
つ
の
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
担
当
地
区
が
あ

り
ま
す
。
困
っ
た
事
や
心
配
事
な
ど
が
あ

る
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
し

て
い
る
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　

保
健
師
や
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
が
連
携
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　平成18年４月に介護保険法が改正され、
高齢者が住み慣れた地域で、その人らしく
暮らし続けられるように、幅広いサービス
を整えることになりました。
　その中心的な相談窓口が地域包括支援セ
ンターです。当市では「高齢者支援センタ
ー」という名称で運営しています。



保
健
師

川
北
朋
子
さ
ん

社
会
福
祉
士

木
村
卓
司
さ
ん

ひがし高齢者支援センター

中央通

北
広
島
駅

道
道
江
別
恵
庭
線

マクドナルド

不二家

至
恵
庭

きた高齢者支援センター

ローソン

西の里中学校

国道274号至札幌

西の里小学校

モ
ー
ビ
ル
SS

④

男
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

家
族
介
護
者
教
室

西の里347-4（聖芳園内）　☎375-5888

新富町西１丁目1-12　☎211-8520

担当地区／共栄、共栄町、東共栄、北の里、
　　　　　美咲き野、西の里、西の里北、
　　　　　西の里東、西の里南、虹ヶ丘

担当地区／中央、稲穂町、朝日町、中の沢、
　　　　　美沢、新富町、南の里、東の里

　

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
家
族
か

ら
の
相
談
も
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
高
齢
者
が
直
接
訪
れ
、
日
ご
ろ
の
不
安
や
悩
み
を

相
談
し
て
い
き
ま
す
。
相
談
を
基
に
、
高
齢
者
が
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
支

援
す
る
事
業
を
企
画
し
ま
す
。

　

各
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、ど
ん
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

　きた高齢者支援センターでは、地域の男性同士が交流できる　「男
のカフェテラス」を開催しています。参加者が男性だけということ
もあり、皆さん気軽に参加しているようです。
　楽しみながら調理し、出来上がった料理をみんなで食べながら話
をすることで、仲間づくりのきっかけになればと思っています。

　私たちは、高齢者はもちろんのこと、介護する家族の方の力にも
なりたいと取り組んでいます。
　「家族介護者教室」は、現在介護している方や介護をする予定の
方、勉強したい方などを対象に、食事の栄養バランスや、かみ方な
どを中心に食事について学んでもらう講習会です。また、自治会・
町内会へ出向き、健康や軽い体操などの講習もしています。



看
護
師

鈴
木
直
美
さ
ん

社
会
福
祉
士

佐
藤
信
一
郎
さ
ん

みなみ高齢者支援センター

東急ストア
北広島郵便局

北
広
島
駅北

進
通

西
口
公
園

にし高齢者支援
　　　センター

JA 道央

至
札
幌

国
道　

号
36

出光 SS

大曲中学校

金物のスーパー
ミッキー 大曲中央通

健康相談 血圧

測定血管年
齢測定
体脂肪

健
康
相
談

ふ
ま
ね
っ
と

大曲南ヶ丘１丁目1-5   ☎370-3922

栄町１丁目1-2  ぱるシティビル５階
☎372-8110

担当地区／大曲地区・西部地区全域

担当地区／広葉町、栄町、輝美町、北進町、
　　　　　若葉町、南町、青葉町、白樺町、
　　　　　高台町、泉町、里見町、松葉町、
　　　　　緑陽町、山手町、富ヶ岡

西の里地区

大曲・西部地区

東部地区

団地
地区

■問合せ　高齢者支援課（☎372-3311  内線694）

　私たちは、第１・３・４住区の社会福祉委員会や第２住区の自治
連合会の祭りで、血圧・体脂肪測定の結果などからアドバイスをす
る「健康相談」を行っています。高齢者だけでなく若い世代の方た
ちも健康について考えるきっかけになればと思っています。
　また、私たちの活動が地域の方たちと連携する良い機会だと考え
ています。

　私たちが担当している大曲・西部地区は、高齢化率が約14％で、
ほかの地区と比べ低い比率です。しかし、だからこそ介護予防が重
要な地区でもあります。
　大きな網目のネットを複雑なステップで踏む「ふまねっと」は、
頭と体を同時に使うので介護予防に最適です。参加することで、高
齢者の閉じこもり予防や友達をつくるきっかけになればうれしいです。

＊地区を色で、各高齢者支援セ
　ンターの担当地区を点線で表
　しています。
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④⑥

　

簡
易
書
留
か
普
通
郵
便
の
い
ず
れ
か
で
受
け

取
れ
ま
す
。

〈
簡
易
書
留
で
受
け
取
り
を
希
望
す
る
方
〉　　

９
月
15
日
ま
で
に
、
市
民
課
国
保
担
当
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
簡
易
書
留
の
受
け
取
り
期
間
を
過
ぎ
て
返
送

さ
れ
た
被
保
険
者
証
は
、
普
通
郵
便
で
再
送
付

し
ま
す
。　

〈
普
通
郵
便
で
受
け
取
り
を
希
望
す
る
方
〉　　

手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

病
院
で
治
療
を
受
け
た
と
き
に
処
方
さ
れ
る

医
薬
品
に
は
、
特
許
期
間
中
の
新
薬
（
先
発
医

薬
品
）
と
、
そ
の
特
許
期
間
（
20
〜
25
年
）
が

過
ぎ
た
後
に
売
り
出
さ
れ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、品
質
と
有
効
性
、

安
全
性
が
新
薬
と
同
等
な
も
の
と
し
て
厚
生
労

働
省
の
承
認
を
受
け
、
新
薬
を
開
発
し
た
製
薬

メ
ー
カ
ー
以
外
で
製
造
販
売
が
認
め
ら
れ
た
低

価
格
の
医
薬
品
の
総
称
で
す
。

　　

新
薬
が
製
造
さ
れ
て
許
可
を
受
け
る
に
は
、

長
い
研
究
期
間
と
多
く
の
費
用
が
必
要
で
す
。

そ
れ
に
比
べ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
特
許

期
間
が
過
ぎ
て
か
ら
製
造
さ
れ
る
の
で
、
価
格

が
安
く
な
り
ま
す
。　

　

毎
年
10
月
１
日
で
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

９
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
す
る

予
定
で
す
。

　　

医
師
が
処
方
せ
ん
に
、
薬
を
変
更
す
べ
き
で

な
い
と
判
断
し
て
署
名
し
な
い
限
り
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
新
薬
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
変
更
す
る
場
合
は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
し
、
価
格
や
注
意
点
な
ど
の
説
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と

で
、
皆
さ
ん
の
負
担
額
を
減
ら
し
、
国
民
健
康

保
険
全
体
の
医
療
費
を
抑
え
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

裏

医師・薬剤師の先生へ
ジェネリック医薬品で
お願します。

希望カード（見本）

ジェネリック医薬品
希望 カード

表

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
希
望
を
医

療
機
関
に
伝
え
や
す
く
す
る
た
め
に
、

　

「
希
望
カ
ー
ド
」
を
国
保
の
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

低
価
格
の
理
由

今
年
か
ら
受
け
取
り
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
選
ぶ
に
は



⑦

検診の種類 対象　（年齢は
受診日現在）

受診料（自己負担額）

一般 住民税非課税世
帯か70歳以上の方

胃がん
＊胃バリウム 35歳以上の方 1,500円  500円

大腸がん
＊便の検査 40歳以上の方  700円  200円

肺がん
＊胸部レントゲン 40歳以上の方 40～64歳 = 400円 40～64歳 = 100円

65歳以上　無料
前立腺がん
＊ＰＳＡ検査（血液検査）40歳以上の男性  600円  200円

日程 受付時間 会場 定員 検診の種類
９月12日㈯ ① ･② ･ ③ 大曲会館  105人 胃がん

肺がん
大腸がん

９月13日㈰ ① · ② · ③ · ④ 団地住民センター  140人
９月14日㈪ ① · ② · ③ · ④ 中央会館  140人
９月15日㈫ ① ･② ･ ③ 西の里会館  105人
９月27日㈰ ① ･② ･ ③ 大曲会館  51人（75人）特定健診

後期高齢者健診
胃がん
肺がん
大腸がん
前立腺がん

９月28日㈪ ① ･② ･ ③ 中央会館 105人（75人）

９月29日㈫ ６:30 ～７:00 輪厚農民研修センター   17人（25人）
９:00 ～９:30 西の里会館  17人（25人）

９月30日㈬ ① ･② ･ ③  団地住民センター 105人（75人）

*3 *4

*1

*2

*5

　

申
し
込
み
は
、
市
役
所
健
康
推
進
課
か
各
出

張
所
、
団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ

ー
ク
に
直
接
か
封
書
で
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
・
受
診
会
場
・
受
診
日
・
受

付
時
間
・
受
診
を
希
望
す
る
検
（
健
）
診
の
種

類
と
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
「
無
料
」、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
「
非
課
税
」
と
記
入

し
、
市
役
所
健
康
推
進
課
（
〒
061
〜
１
１
９
２
・

住
所
不
要
）
。
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

日程 時間 会場

８月19日㈬
９ : 30～10：25
10 : 40～11 : 30
13 : 00～14 : 00
14 : 20～15 : 30

西の里公民館前（西の里南 1）
西の里団地集会所前（西の里北５）
西の里きらきら保育園前（西の里北２）
西の里白樺会館前（西の里東３）

８月20日㈭
９ : 30～10 : 40
10 : 50～11 : 30
13 : 00～14 : 30
14 : 40～15 : 30

東共栄会館前（東共栄２）
共栄会館前（共栄町４）
東記念館前（朝日町５）
稲穂南会館前（稲穂町西７）

８月21日㈮
９ : 30～10 : 20
10 : 40～11 : 30
13 : 00～15 : 30

富ヶ岡会館前（新富町東２）
若葉小学校前（若葉町３）
団地住民センター前（泉町１）

８月24日㈪
９ : 30～10 : 20
10 : 40～11 : 30
13 : 00～13 : 50
14 : 10～15 : 30

すずらん保育園前（高台町７）
第１住区集会所前（広葉町２）
第２住区集会所前（青葉町３）
中央会館前（市役所隣）

８月25日㈫
９ : 30～10 : 20
10 : 40～11 : 30
13 : 00～14 : 00
14 : 20～15 : 30

北進町団地集会所前（北進町２）
広葉中学校前（広葉町５）
第３住区集会所前（里見町４）
第４住区集会所前（緑陽町１）

８月26日㈬
９ : 30～10 : 20
10 : 35～11 : 30
13 : 00～14 : 00
14 : 20～15 : 30

大曲北鈴会館前（大曲緑ヶ丘１）
のぞみ野・東栄会館前（大曲末広３）
大曲柏葉台会館前（大曲柏葉２）
大曲会館前（大曲中央２）

８月27日㈭
９ : 30～10 : 15
10 : 30～11 : 30
13 : 00～13 : 40
14 : 00～15 : 30

大曲光の街会館前（大曲光２）
南ヶ丘会館前（大曲南ヶ丘４）
希望ヶ丘会館前（希望ヶ丘５）
輪厚農民研修センター前（輪厚中央４）

◇問合せ〈国民健康保険被保険者証とジェネリック医薬品について〉市民課（☎ 372-3311 内線 707）
　　　　　〈市内集団検診と巡回結核・肺がん検診について〉健康推進課（☎ 372-3311 内線 807）

検診の内容 対象（年齢は
受診日現在）

受診料（自己負担額）
一般 住民税非課税世帯の方

肺がん 40～64歳の方 400 円 100 円
結核と肺がん 65歳以上の方 無料
＊喀痰検査が受けられます。自己負担額とは別に、一般は800円、
70歳以上か住民税非課税世帯の方は 200円が掛かります。

*3　受付時間は次のとおりです。
　　①７：00～７：30  ②８ : 00～８：30  ③９：00～９：30  ④10：00～10：30
*4　定員の（　）は、特定健診・後期高齢者健診の受診可能人数です。
*5　特定健診は、市の国保に加入している方だけが受診できます。

◆集団がん検診の日程など

◆集団がん検診の種類など

*1  喀
かくたん

痰検査が受けられます。自己負担額とは別に、一般は 800円、
    70歳以上か住民税非課税世帯の方は 200円が掛かります。
*2  前立腺がん検診は、９月27日以降の日程で受けられます。

健康で過ごす
ために、意識
的に毎年受け
ています。

自分の体のため
にも、安心のた
めにも毎年受け
続けていきたい
です。

◆巡回結核・肺がん検診

髙
橋
久
子
さ
ん

大
澤
京
子
さ
ん



は
、
互
い
の
信
頼
と
団
結
力
の

た
ま
も
の
だ
。

「
北
広
島
を
元
気
に
す
る
に

は
、
市
内
の
商
店
や
企

業
が
活
発
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
澤
田
さ
ん
は
真
剣
に
、

活
動
の
根
底
に
あ
る
思
い
を
語

っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
ま

ず
は
自
分
の
商
店
や
会
社
を
し

っ
か
り
守
り
、
魅
力
あ
る
も
の

に
し
な
け
れ
ば
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
大
い
に
利
用
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
」　
。

　

女
性
部
の
活
動
は
、
北
広
島

に
根
を
下
ろ
し
、
こ
こ
で
生
活

を
営
ん
で
い
る
彼
女
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
も
の
だ
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
し
っ
か
り

と
し
た
基
盤
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

多
く
の
人
が
訪
れ
る
大
切
な
場

面
で
頼
り
に
さ
れ
る
。

役
員
が
交
代
し
た
今
年
度

か
ら
は
、　
「
奉
仕
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

と
目
を
輝
か
せ
る
。
８
年
前
か

ら
始
め
た
リ
ン
グ
プ
ル
運
動
を

　

プ
ロ
ゴ
ル
フ
の
大
会
や
中
学

生
の
空
手
の
全
国
大
会
で
は
、

ブ
ー
ス
を
開
い
て
、
全
国
か
ら

来
た
参
加
者
に
北
広
島
産
品
を

紹
介
・
販
売
す
る
。
ふ
る
さ
と

祭
り
や
雪
祭
り
な
ど
で
は
、
来

場
者
な
ど
の
も
て
な
し
が
役
目
だ
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
繊
細
さ
と

思
い
や
り
で
、
北
広
島
を
盛
り

上
げ
る
。

「
無
理
を
せ
ず
、
で
き
る
事

を
で
き
る
時
に
、
楽
し

み
な
が
ら
や
っ
て
い
こ
う
」
。

メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
、
家
庭
で

は
主
婦
で
あ
り
、
家
業
の
経
営

に
も
携
わ
り
な
が
ら
、
女
性
部

の
活
動
を
こ
な
し
て
い
る
。
年

間
の
活
動
日
数
は
多
い
が
、
す

べ
て
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
北
広

島
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思

い
で
集
ま
っ
て
い
る
。
と
は
い

え
、
同
じ
女
性
同
士
、
商
工
業

者
の
妻
と
い
う
立
場
同
士
、
悩

み
や
愚
痴
を
言
い
合
う
ス
ト
レ

ス
発
散
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

何
で
も
気
楽
に
話
し
合
え
る
の

さ
ら
に
積
極
的
に
行
い
、
市
内

の
施
設
で
利
用
で
き
る
車
い
す

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
、
優

し
い
夢
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

次
の
行
事
は
、
８
月
８
日
・

９
日
に
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅

東
口
で
開
催
さ
れ
る
、
市
内
最

大
の
夏
の
催
し
・
北
広
島
ふ
る

さ
と
祭
り
だ
。　
「
市
民
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ほ
か
の
ま
ち
か

ら
も
多
く
の
方
が
来
て
く
れ
る
、

魅
力
的
な
祭
り
に
し
て
い
き
た

い
」
。
そ
ん
な
思
い
で
企
画
か

ら
参
加
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
実
行
委
員
会
ス
タ

ッ
フ
の
食
事
の
世
話
や
来
客
の

も
て
な
し
な
ど
の
裏
方
か
ら
、

地
元
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で

の
接
客
ま
で
を
担
当
す
る
。「
忙

し
い
け
れ
ど
、
楽
し
み
な
が
ら

参
加
し
た
い
で
す
」
。

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
え

る
商
工
会
女
性
部
は
、

ま
さ
に
北
広
島
の
女お

か
み将
さ
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
も
頼
れ
る
、
温
か
い

存
在
で
い
て
ほ
し
い
。

今
年
部
長
に
な
っ
た
澤
田

さ
ん
は
、
少
し
不
安
そ

う
だ
。　
「
何
も
分
か
ら
な
い
の

に
推
薦
さ
れ
て
し
ま
っ
て
…
」。

す
る
と
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
す
か

さ
ず
げ
き

4

4

が
入
る
。 「
大
丈
夫
。

人
だ
か
ら
。
人
に
つ
い
て
行
き

ま
す
」
。
励
ま
さ
れ
て
、
澤
田

さ
ん
は
す
ぐ
に
笑
顔
に
戻
る
。

商
工
会
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
、

と
に
か
く
前
向
き
だ
。

　

女
性
部
は
、
女
性
の
立
場
か

ら
商
工
業
と
地
元
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
発
足
し
た
。
青
年
部
と

両
輪
で
商
工
会
を
支
え
て
い
る
。

女
性
部
が
開
催
す
る
行
事

は
、
花
市
と
コ
ス
モ
ス

イ
ベ
ン
ト
。
ど
ち
ら
も
花
が
主

役
の
催
し
だ
。
も
と
も
と
商
工

会
が
始
め
た
花
市
を
、　
「
ま
ち

い
っ
ぱ
い
に
き
れ
い
な
花
を
咲

か
せ
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
思
い

と
共
に
引
き
継
い
だ
。

　

ほ
か
の
団
体
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
協
力
を
依
頼
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。

昭和44年に商工会婦人部とし
て結成。北広島商工会を支え、
ボランティアで活動している。
会員は、主に市内の商工業者
の妻で、現在53人。
女性ならではの思いやりとア
イデアで活動している。
後列左から清水恵美子さん、
根岸敏子さん、前列左から澤
田美恵子さん、松久邦子さん

⑧⑧

商工会女性部の皆さん
市内のイベントを支える

2
0
0
9
花
市

コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き



⑨

　

エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
会
場
で
「
ひ
ろ
っ
こ
ラ

ー
メ
ン
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

ひ
ろ
っ
こ
ラ
ー
メ
ン
は
「
北
広

島
ひ
ろ
っ
こ
う
ど
ん
の
会
」
が
開

発
し
た
も
の
で
す
。
市
内
で
生
産

量
が
多
い
に
ん
じ
ん
の
搾
り
汁
を

　

北
広
島
市
は
広
島
県
人
が
集
団
移
住
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
さ
か

の
ぼ
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
足
跡
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
地
名
で
す
。
ア

イ
ヌ
語
に
由
来
し
、
現
在
も
残
っ
て
い
る

地
名
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

輪
厚
は「
肋ろ

っ
こ
つ骨
」
を
意
味
す
る
「
ウ
ツ
」

が
語
源
で
す
。
北
広
島
市
史
に
は
「
輪
厚

川
が
島
松
川
（
現
千
歳
川
）
に
肋
骨
の
よ

う
に
く
っ
つ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
き
た
呼

称
で
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
今
は
、
丘

陵
に
農
地
が
広
が
る
ば
か
り
で
「
肋
骨
」

を
想
像
さ
せ
る
も
の
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

昔
を
知
る
人
が
「
沢
が
あ
り
、
た
く
さ
ん

の
小
川
が
、輪
厚
川
に
流
れ
込
ん
で
い
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
輪
厚
川
と
そ
こ

に
流
れ
込
む
幾
筋
も
の
小
川
が
背
骨
と
肋

骨
に
見
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

仁
別
の
語
源
は
「
ニ
ヲ
ベ
ツ
」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
１
５
０
年
前
、
松
浦
武
四

郎
が
書
き
記
し
た
西に

し

え

ぞ

蝦
夷
日
誌
に
す
で
に

こ
の
地
名
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

ニ
ヲ
ベ
ツ
の
意
味
は
「
木
の
群
生
す
る

　

清
ら
か
な
水
が
静
か
に
岩
間
を
通
り

抜
け
、
ぶ
つ
か
り
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
ロ
デ
ィ
を
奏
で
ま
す
。
そ
れ
を
見
守

る
よ
う
に
木
々
の
枝
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か

り
の
緑
を
垂
ら
し
て
い
ま
す
。

　

な
ん
と
い
う
風
景
だ
ろ
う
と
思
わ
ず

目
を
見
張
り
ま
し
た
。
こ
の
さ
ま
を
忘

れ
な
い
よ
う
に
と
筆
を
取
り
ま
し
た
。

春
の
奥
入
瀬

222
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 植野成子さん
（大曲南ヶ丘）

川
」 「
寄
り
木
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
あ
る
川
」

な
ど
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
。

　

当
時
は
、
穏
や
か
な
流
れ
に
覆
い
か
ぶ

さ
る
よ
う
に
、
原
始
の
森
が
広
が
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

島
松
は
「
石
の
あ
る
と
こ
ろ
」
を
意
味

す
る
「
シ
ュ
マ
・
オ
・
マ
ッ
プ
」
が
語
源

で
す
。
島
松
で
は
、
昭
和
30
年
代
後
半
ま

で
軟
石
の
採
石
が
盛
ん
で
し
た
。
そ
の
多

く
は
、
倉
庫
や
サ
イ
ロ
の
建
材
と
し
て
各

地
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
旧
島
松
駅
逓
所

か
ら
恵
庭
に
向
か
っ
て
見
え
る
、
む
き
出

し
の
岩
肌
は
採
掘
の
名
残
で
す
。
道
央
自

動
車
道
の
橋
の
下
に
は
、
今
も
採
掘
場
の

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
島
松
川

の
川
岸
ま
で
農
地
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

昔
は
、
川
原
が
あ
っ
て
大
き
な
石
が
ご
ろ

ご
ろ
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
の
３
つ
の
地
名
は
、
ど
れ
も
川
の

名
前
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
た

ち
に
と
っ
て
、
川
は
水
を
確
保
す
る
だ
け

で
な
く
漁
を
す
る
場
で
あ
り
、
交
通
機
関

で
も
あ
る
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、
今
よ
り

も
っ
と
身
近
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

地
名
か
ら
、
自
然
と
共
存
し
て
い
た
ア

イ
ヌ
の
人
た
ち
に
思
い
を
は
せ
、
歴
史
の

ロ
マ
ン
を
感
じ
た
今
回
の
取
材
で
し
た
。

　

次
回
は
、
ア
イ
ヌ
の
遺
跡
「
チ
ャ
シ
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

水
の
か
わ
り
に
使
っ
た
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
細
い
縮
れ
め
ん
。
昔
な
が

ら
の
や
さ
し
い
、し
ょ
う
ゆ
味
で
す
。

　

マ
マ
と
一
緒
に
、
札
幌
か
ら
親

子
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
三
国
谷

優
里
ち
ゃ
ん
も
、
う
れ
し
そ
う
に

ラ
ー
メ
ン
を
す
す
り
ま
す
。 

「
本

当
は
に
ん
じ
ん
が
嫌
い
な
ん
で
す

よ
」
。
マ
マ
が
こ
っ
そ
り
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。
に
ん
じ
ん
が
嫌
い

な
子
で
も
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
に

ん
じ
ん
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま

す
ね
。

　

お
土
産
と
し
て
の
販
売
は
も
う

少
し
先
で
す
が
、
ふ
る
さ
と
祭
り

に
も
出
店
す
る
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、

一
度
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

清流が美しい油絵作品

参考文献：北広島市史、廣島町の歩み、きたひろしま歴史散歩
監修：市教育委員会 輪厚地区に広がる農地

島松軟石の採掘場跡

現在の
仁井別川

ひろっこうどんひろっこうどん
の妹分の妹分

 



⑩

水質基準項目 単位 基準値 検査結果
（平均値）

残留塩素 ㎎/ℓ 0.1 以上 0.4

分類 № 水質基準項目 単位 基準値 検査結果
（平均値）

色

32 亜鉛及びその化合物 ㎎/ℓ 1.0 以下 0.1 未満
33 アルミニウム及びその化合物 ㎎/ℓ 0.2 以下 0.01 未満
34 鉄及びその化合物 ㎎/ℓ 0.3 以下 0.01 未満
35 銅及びその化合物 ㎎/ℓ 1.0 以下 0.01 未満

味覚 36 ナトリウム及びその化合物 ㎎/ℓ 200 以下 6.8
色 37 マンガン及びその化合物 ㎎/ℓ 0.05 以下 0.001 未満

味覚
38 塩化物イオン ㎎/ℓ 200 以下 8.3
39 カルシウム・マグネシウムなど（硬度） ㎎/ℓ 300 以下 23.1
40 蒸発残留物 ㎎/ℓ 500 以下 86

発泡 41 陰イオン界面活性剤 ㎎/ℓ 0.2 以下 0.02 未満

臭い 42 ジェオスミン ㎎/ℓ 0.00001 以下 0.000002 未満
43 2-メチルイソボルネオール ㎎/ℓ 0.00001 以下 0.000002 未満

発泡 44 非イオン界面活性剤 ㎎/ℓ 0.02 以下 0.005 未満
臭い 45 フェノール類 ㎎/ℓ 0.005 以下 0.0005 未満
味覚 46 有機物（全有機炭素の量） ㎎/ℓ 5 以下 0.5

47 ｐＨ値 5.8以上8.6以下 6.5
48 味 異常でないこと 異常なし
49 臭気 異常でないこと 異常なし
50 色度 度 5以下 1未満
51 濁度 度 2以下 0.1 未満

基
礎
的
性
状

分類 № 水質基準項目 単位 基準値 検査結果
（平均値）

病原
生物

１ 一般細菌 個/㎖ 100 以下 0
２ 大腸菌 検出されないこと 不検出
３ カドミウム及びその化合物 ㎎/ℓ 0.01 以下 0.001 未満
４ 水銀及びその化合物 ㎎/ℓ 0.0005 以下 0.00005 未満
５ セレン及びその化合物 ㎎/ℓ 0.01 以下 0.001 未満
６ 鉛及びその化合物 ㎎/ℓ 0.01 以下 0.001 未満
７ ヒ素及びその化合物 ㎎/ℓ 0.01 以下 0.001 未満
８ 六価クロム化合物 ㎎/ℓ 0.05 以下 0.005 未満
９ シアン化物イオン及び塩化シオン ㎎/ℓ 0.01 以下 0.001 未満
10 硝酸性窒素及び亜硝酸態窒素 ㎎/ℓ 10 以下 0.1 未満
11 フッ素及びその化合物 ㎎/ℓ 0.8 以下 0.08 未満
12 ホウ素及びその化合物 ㎎/ℓ 1.0 以下 0.02 未満
13 四塩化炭素 ㎎/ℓ 0.002 以下 0.0002 未満
14 1,4-ジオキサン ㎎/ℓ 0.05 以下 0.005 未満
15 1,1-ジクロロエチレン ㎎/ℓ 0.02 以下 0.002 未満
16 シス-1,2-ジクロロエチレン ㎎/ℓ 0.04 以下 0.004 未満
17 ジクロロメタン ㎎/ℓ 0.02 以下 0.002 未満
18 テトラクロロエチレン ㎎/ℓ 0.01 以下 0.001 未満
19 トリクロロエチレン ㎎/ℓ 0.03 以下 0.001 未満
20 ベンゼン ㎎/ℓ 0.01 以下 0.001 未満
21 塩素酸 ㎎/ℓ 0.6 以下 0.04 未満
22 クロロ酢酸 ㎎/ℓ 0.02 以下 0.002 未満
23 クロロホルム ㎎/ℓ 0.06 以下 0.001 未満
24 ジクロロ酢酸 ㎎/ℓ 0.04 以下 0.004 未満
25 ジブロモクロロメタン ㎎/ℓ 0.1 以下 0.001 未満
26 臭素酸 ㎎/ℓ 0.01 以下 0.001 未満
27 総トリハロメタン ㎎/ℓ 0.1 以下 0.001 未満
28 トリクロロ酢酸 ㎎/ℓ 0.2 以下 0.02 未満
29 ブロモジクロロメタン ㎎/ℓ 0.03 以下 0.001 未満
30 ブロモホルム ㎎/ℓ 0.09 以下 0.001 未満
31 ホルムアルデヒド ㎎/ℓ 0.08 以下 0.008 未満

健康に関する項目

衛生上の基準

水道水が有すべき性状に関する項目

　市水道事業では、市民の皆さんが安心して水を飲
めるように、水道法に基づき、年間計画を立てて水
質検査を行っています。
　基準項目検査の結果、北広島市の水道水はいずれ
の項目も基準値の範囲内でした。

平成20年度水質検査の結果を
お知らせします

◇検査項目
●健康に関する項目＝31項目
　…生涯にわたり飲み続けても、人の健康に影響がない値
●水道水が有すべき性状に関する項目＝20項目
　…日常生活に使用した場合、不都合が生じない値

消
毒
副
生
成
物

一
般
有
機
化
学
物
質

無
機
物
質
・
重
金
属

水水道道
水水

　「ミリグラムパーリットル」と読みます。１ℓの
中に含まれる対象物質の重さを表します。１㎎は、
１ｇの1000分の１の重さです。
　一般家庭の風呂の浴槽に入る水は約200ℓです。
　この浴槽に 
　0.2ｇの物質
が含まれてい
る場合、その
物質の濃度は
１㎎/ℓとなり
ます。 1㎎/ℓミリグラム

パーリットル

200ℓ

0.2ｇ

ｓ

◇検査の区分
●毎日検査（１日１回、19カ所で採水）
　…色・濁り・残留塩素の３項目を検査します
●毎月検査（毎月１回、12カ所で採水）
　…№１・２・38・46～51の９項目を検査します
●年４回検査（３カ月に１回、６カ所で採水）
　…№９・21～31・34・44の14項目を検査します
●基準項目検査（年１回、６カ所で採水）
　…№１～51の全項目を検査します

◇問合せ　水道施設課（☎ 372-3311 内線 879）



⑪

８
月
は
食
品
衛
生
月
間

　

食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

　

こ
の
時
期
は
食
中
毒
が
多
発
し

ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
、
手

洗
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
食
中

毒
予
防
の
三
原
則
は
、
食
中
毒
菌

を
「
つ
け
な
い
、
ふ
や
さ
な
い
、

や
っ
つ
け
る
」
で
す
。

〈
街
頭
啓
発
の
実
施
〉

日
時　

８
月
９
日
㈰　

午
前
11
時

か
ら

会
場　

北
広
島
駅
東
口
・
ふ
る
さ

と
祭
り
会
場

問
合
せ　

千
歳
地
方
食
品
衛
生
協

会
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
０
６
１
９
）

拡
充
さ
れ
ま
し
た

　

母
子
家
庭
の
母
の

　

資
格
取
得
支
援

　

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
は
、
母

子
家
庭
の
母
が
一
定
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
養
成
機
関
な
ど
で
修

業
す
る
場
合
に
、
生
活
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。
６

月
か
ら
支
給
額
と
期
間
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。
申
請
を
希
望
す
る
方

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方

●
市
内
に
住
所
が
あ
る
母
子
家
庭

の
母

●
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
か
、
同
等
の
所
得
水
準
の
方

●
養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
課
程

を
修
業
し
、
対
象
資
格
の
取
得
が

見
込
ま
れ
る
方

●
就
業
・
育
児
と
、
修
業
の
両
立

が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

対
象
資
格　

看
護
師
、
介
護
福
祉

士
、
保
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士

支
給
額　

市
民
税
非
課
税
世
帯
＝

月
額
14
万
１
０
０
０
円
、
市
民
税

課
税
世
帯
＝
月
額
７
万
５
０
０
円

支
給
期
間　

６
月
29
日
〜
平
成
24

年
３
月
末
に
修
業
し
て
い
る
方
は
、

修
業
す
る
全
期
間

問
合
せ　

児
童
家
庭
課
（
内
線
８

１
４
）

　　

通
っ
て
い
る
幼
稚
園
か
ら
幼
稚

園
就
園
奨
励
費
の
案
内
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
児
童
家
庭
課
か
各

幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

児
童
家
庭
課
（
内
線
８

０
１
）

　定額給付金・子育て応援特別手当は、２月１日を基準日とした住民基本台帳上の世帯主
を申請・受給者としています。
　そのため、配偶者などからの暴力（ＤＶ）から逃れるために配偶者などと別居し、追跡
される恐れから住民基本台帳の変更手続きができなかったＤＶ被害者は、給付金などを受
け取れないのが現状です。
　市では、このような方に定額給付金等相当額を支給し、ＤＶ被害者の生活・子育てを経
済的に支援します。

対象となるＤＶ被害者
（いずれも２月１日現在の状況）
●北広島市や、ほかの市区町
　村で確認されたＤＶ被害者
●地方裁判所の保護命令や、
　女性相談援助センターなど
　の公的機関が発行する書類
　で確認されたＤＶ被害者
●民間シェルター、母子生活
　支援施設などで確認できる
　ＤＶ被害者

◆問合せ　児童家庭課（内線 789）

対象　
　２月１日現在、ＤＶ被害で配偶者などから逃れ、
　現在も居所を隠して生活しているため、定額給付
　金・子育て応援特別手当の給付が受けられなかっ
　た方で、市内にお住まいか、住民票を残したまま、
　ほかの市町村にお住まいの方
給付額　
●定額給付金相当額
　１人12,000円（２月１日現在で65歳以上か18歳以
　下の方は、１人20,000円）
●子育て応援特別手当相当額
　１人36,000円（平成14年４月２日～17年４月１日
　に生まれた、世帯の第２子以降の児童）
申請期限
　10月30日（消印有効）
　＊申請方法など、詳しくはお問い合わせください。
　　

　７月５日告示の市長選挙・
市議会議員補欠選挙（欠員１）
は、いずれも立候補の届け出
が１人だったことから、無投
票で次の当選人が決定しました。
　市　　　長　上野　正三
　市議会議員　滝　久美子滝　久美子　氏

私立幼稚園
就園奨励費補助



⑫
●日時　８月１日㈯～15日㈯　午前７時～午後９時（正午～午後１時を除く）
●実施部隊　第７師団、第11旅団､ 第 1特科団､ 第 1戦車群

ご
存
知
で
す
か

　

人
権
擁
護
委
員
制
度　

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
離
婚
な
ど
の
家
庭

内
の
問
題
や
借
地
借
家
の
問
題
、

隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

８
・
10
・
12
月
、
平
成
22
年
２

月
に
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

＊
８
月
は
18
日
㈫
に
開
設
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
紙
８
月
15
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

　

三
浦
信
子
さ
ん
、佐さ

と
う藤
將す

す
む

さ
ん
、

遠
藤
隆
子
さ
ん
、
安
井
カ
ズ
子
さ

ん
、
中
井
敏
之
さ
ん
、
新し

ば

た

発
田
恵え

美み

こ子
さ
ん

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）

　

夏
の
暴
力
追
放
運
動

　
　

揺
る
ぎ
な
い　

決
意
と

　
　

勇
気
で　

暴
力
追
放 

　

７
月
21
日
㈫
〜
８
月
20
日
㈭
は

夏
の
暴
力
追
放
運
動
の
強
化
月
間

で
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
、
サ
ラ
金
・
携

帯
電
話
使
用
料
な
ど
の
架
空
請
求
、

書
籍
の
購
読
・
購
入
、
ゆ
す
り
・

た
か
り
な
ど
の
暴
力
的
要
求
行
為

の
被
害
に
遭
っ
た
り
、
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
警
察
に

相
談
・
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

＊
暴
力
に
関
す
る
相
談
は
、
北
海

道
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
ま
す
。

　

０
１
２
０
〜
２
１
０
〜
４
９
０

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）

　

全
国
消
費
実
態
調
査

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
生
活
実

態
を
、
家
計
の
所
得
や
消
費
、
資

産
の
面
か
ら
総
合
的
に
把
握
す
る

た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
が
行
う
各
種
経
済
・
社
会
施

策
な
ど
の
企
画
・
立
案
や
、
研
究

機
関
な
ど
が
行
う
消
費
・
経
済
分

析
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
区
域　

西
の
里
南
１
丁
目
の

一
部
、西
の
里
北
１
丁
目
の
一
部
、

南
の
里
の
一
部
、
中
央
４

　

・
５
丁

目
の
一
部

問
合
せ　

政
策
調
整
課
（
内
線
７

４
１
）

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　

基
礎
的
な
応
急
手
当
の
講
習
で
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

日
時　

８
月
19
日
㈬　

午
前
９
時

〜
正
午

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

定
員　

先
着
30
人

申
込
み　

８
月
12
日
ま
で
に
市
消

防
署
（
☎
373
〜
２
３
２
２
・
氏
名
、

生
年
月
日
、
連
絡
先
を
記
入
し
て

FAX
　

373
〜
６
２
３
０
）

　

毎
月
勤
労
統
計

　

調
査
特
別
調
査

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
31
日

現
在
で
常
用
労
働
者
を
１
〜
４
人

雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る

事
業
所
に
は
、
８
〜
９
月
に
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
区
域　

栄
町
１
丁
目
の
一
部
、

広
葉
町
３

　

・
４
丁
目
の
一
部
、
南

町
１
〜
３
丁
目
、
青
葉
町
１
・
３
・

４
丁
目
、
若
葉
町
２
〜
４
丁
目

問
合
せ　

北
海
道
総
合
政
策
部
統

計
課
（
☎
204
〜
５
１
４
６
）

　

北
広
島
高
校
見
学
会

　

普
段
の
教
育
活
動
を
紹
介
す
る

た
め
、
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

中
学
３
年
と
そ
の
保
護
者
や
中

学
校
の
先
生
、
地
域
の
方
の
参
加

を
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈯　

午
後
０
時

50
分
〜
２
時
50
分
（
受
付
は
午
後

０
時
20
分
〜
０
時
50
分
、
第
１
体

育
館
）

会
場　

北
広
島
高
等
学
校
（
共
栄

３
０
５
〜
３
）

内
容　

学
校
説
明
、
授
業
見
学
な
ど

問
合
せ　

同
校
教
務
部
・
白
川（
☎

372
〜
２
２
８
１
）

　

法

律

相

談

　

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

助
言
・
相
談
で
約
25
分
間
で
す
。

日
時　

８
月
13
日
㈭　

午
後
１
時

〜
４
時

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
２
階

定
員　

先
着
６
人

申
込
み　

８
月
12
日
ま
で
に
市
民

生
活
課
（
内
線
７
０
０
）

　

行

政

相

談

日
時　

８
月
４
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

内
容　

年
金
・
登
記
・
道
路
・
河

川
・
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
国
の

行
政
機
関
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦

情
・
要
望
・
意
見
な
ど

相
談
員　

行
政
相
談
委
員

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）

　

臨

時

職

員

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
パ

■北広島市で投票できる方
　次の①か②に該当する方で、選挙期日（投票日）までに満
20歳に達し、選挙公示（告示）日の前日まで引き続きお住ま
いの方
①平成21年５月17日までに北広島市に転入の届け出をした方
②従来から北広島市に住所を有する方
＊上記に該当しない方（市の選挙人名簿に登録されていない
方）でも、前に住んでいた市町村の選挙人名簿に登録されて
いれば前住所地で投票ができます。
■投票方法
●小選挙区選挙　候補者氏名を書いて投票
●比例代表選挙　政党名を書いて投票
●最高裁判所裁判官国民審査　やめさせたいと思う裁判官に
×を書いて投票
■期日前投票
　仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などで選挙期日に投票で
きない方は、期日前投票をしましょう。
●期間　８月19日㈬～８月29日㈯（国民審査は８月23日㈰から）

●時間　午前８時 30 分～午後８時
●場所　中央会館（市役所隣）
■不在者投票
　転出や長期の旅行などで投票日に投票できない方や、期日
前投票ができない方は、選挙人名簿に登録されている市町村
の選挙管理委員会に投票用紙を請求し、名簿登録地以外の市
町村の選挙管理委員会で不在者投票をすることができます。
　指定の病院や老人ホームなどに入院・入所していて期日前
投票ができない方は、病院や施設に申し出てください。
●期間　８月19日㈬～８月29日㈯（国民審査は８月23日㈰から）
●時間　午前８時30分～午後８時（市区町村の選挙管理委員
会で投票する場合）
●場所　市区町村の選挙管理委員会か指定された病院や老人
ホームなど
■郵便などによる不在者投票
　「身体障害者手帳」「戦傷病者手帳」「介護保険被保険者証」
をお持ちで、障がいなどの程度が一定の要件を満たしている
方が対象です。不在者投票を利用するためには、証明書が必
要です。事前に選挙管理委員会に交付を申請してください。

◆問合せ　選挙管理委員会事務局（内線 794）

投票日時　８月30日㈰　午前７時～午後８時



⑬

ソ
コ
ン
の
操
作（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー

ド
な
ど
）
が
で
き
る
方

募
集
人
数　

１
人

勤
務
場
所　

土
木
事
務
所

業
務
内
容　

事
務
補
助
な
ど

採
用
期
間　

10
月
１
日
〜
平
成
22

年
３
月
31
日
（
６
カ
月
以
内
の
更

新
あ
り
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜
午

後
１
時
30
分

休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日

賃
金　

時
給
８
１
０
円
、
通
勤
手
当

申
込
み　

８
月
10
日
ま
で
に
履
歴

書
（
写
真
付
き
）
を
持
ち
土
木
事

務
所
（
共
栄
１
９
６
〜
１
・
内
線

７
５
８
）

＊
採
用
は
書
類
選
考
と
面
接
（
日

程
は
後
日
通
知
）で
決
定
し
ま
す
。

　

総
合
体
育
館

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
検
討
委
員

　

老
朽
化
し
て
い
る
総
合
体
育
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（
大
規
模
改
修
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
改

修
の
内
容
を
検
討
す
る
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
で
、会
議
（
４
回
開
催
予
定
）

に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
数　

２
人

任
期　

８
月
下
旬
〜
平
成
22
年
１

月
下
旬

＊
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
み　

８
月
14
日
ま
で
に
「
総

合
体
育
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
大

規
模
改
修
）
に
つ
い
て
」
と
題
し

た
小
論
文
を
８
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
・
職
業
か
学
校
名
を
記

入
し
、
直
接
か
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
で
体
育
課
（
〒
061
〜
１
１
９
２

住
所
不
要
・
内
線
８
９
０
・
電
子

メ
ー
ルtaiiku@

city.kitahiro
shim

a.lg.jp

）

＊
選
考
は
、小
論
文
で
決
定
し
ま
す
。

平
成
 年
国
勢
調
査

　

標
語
と
ポ
ス
タ
ー
図
案

　

平
成
22
年
10
月
に
行
わ
れ
る
国

勢
調
査
の
標
語
と
ポ
ス
タ
ー
図
案

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生
以
上
の
方
（
高
校

生
以
上
は
標
語
だ
け
）

応
募
条
件

●
応
募
作
品
は
、
自
作
で
未
発
表

の
も
の
だ
け

●
１
人
何
点
で
も
応
募
可

●
ポ
ス
タ
ー
図
案
は
、
Ａ
２
判
か

Ｂ
２
判
１
枚
で
作
成

＊
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ht
tp://w

w
w
.stat.go.jp/data/

kokusei/2010/index.htm

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

９
月
10
日
ま
で
に
平
成

22
年
国
勢
調
査
標
語
及
び
ポ
ス
タ

ー
図
案
募
集
担
当
（
〒
162
〜
８
６

６
８
東
京
都
新
宿
区
若
松
町
19
〜

１
総
務
省
統
計
局
国
勢
統
計
課
・

☎
03
〜
５
２
７
３
〜
１
１
５
１
）

　平成22年度に採用する職員の採用資格試験を行います。
■試験区分（試験の種類）・採用予定人数
　●事務初級＝３人程度
　●事務上級＝５人程度
　●保育士＝２人程度
　●土木上級＝１人程度
　●建築（民間企業等経験者）＝１人程度
■職務概要
　●事務＝市長部局、教育委員会など各種委員会事務局、
　議会事務局などに勤務し、一般行政事務に従事します
　●保育士＝市立保育園などに勤務し、専門的業務に従事
　します
　●土木、建築＝市長部局などに勤務し、専門的業務に従
　事します
■受験資格
〈年齢・学歴などの条件〉

〈各試験区分に共通の条件〉
　●身体に障がいがある方は、介護者なしに職務遂行や通
　勤が可能であること
　●地方公務員法第16条（欠格条項）に該当しない方
　●国籍は問いませんが、在留資格で就職が制限されてい
　る方は受験できません
■第１次試験日　９月20日㈰
■試験会場　広葉中学校（広葉町５丁目１）ほか
■試験内容
◇第１次試験　筆記試験
　●事務初級＝教養試験と適性試験
　●事務上級、保育士、土木上級、建築（民間企業等経験者）
　＝教養試験と専門試験
◇第２次試験　面接試験など（日程は未定）

■申込書の配布
　市役所案内と各出張所、団地住民センター、芸術文化ホ
　ール、エルフィンパーク、夢プラザ
　＊市のホームページからもダウンロードできます。
　＊郵送で請求する場合は、封筒の表に受験を希望する職
　種と「職員採用資格試験申込書請求」と朱書きし、あて
　先を記入した角型２号の返信用封筒（140円切手を貼

は

り
　付け）を同封して、市職員採用委員会に送ってください。
■申込書の受付
　８月３日～21日に、市役所職員課で受け付けます。
　郵送による申し込みは、「簡易書留」で送ってください。
　また、８月18日以降に投函する場合は、「簡易書留・速達」
　で送ってください。（８月21日消印有効）
■問合せ
　市職員採用委員会（〒061-1192中央４丁目2-1市役所職
　員課内・☎372-3311内線726）

職種 年齢や学歴などの条件

事務
初級

昭和58年４月２日から平成４年４月１日までに
生まれ、学校教育法による短期大学、高等専門
学校、高等学校かこれらと同等と認める学校な
どを卒業か平成22年３月までに卒業見込みの方
＊学校教育法による大学（短期大学を除く）を
卒業か平成22年３月までに卒業見込みの方は初
級を受験できません。

事務
上級

昭和54年４月２日から昭和63年４月１日までに
生まれ、学校教育法による大学（短期大学を除
く）を卒業か平成22年３月までに卒業見込みの方

保育
士

昭和57年４月２日から平成２年４月１日までに
生まれた方で、保育士の登録を受けているか平
成22年３月までに登録を受ける見込みの方

土木
上級

昭和54年４月２日から昭和63年４月１日までに
生まれ、学校教育法による大学（短期大学を除
く）を卒業か平成22年３月までに卒業見込みの
方で、土木技術に関する専門課程を修了か修了
見込みの方

建築
（民間企業
等経験者）

昭和49年４月２日以降に生まれた方で、平成21
年７月末日現在で民間企業などで建築に関する
職務経験が３年以上あり、１級建築士か２級建
築士の資格がある方

22



⑭

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
11
月
３

日
（
文
化
の
日
）
に
、
市
の
文
化

の
向
上
や
発
展
の
た
め
に
優
秀
な

活
動
を
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

個
人
と
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
個
人
や
団
体
を
推
薦

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

〈
文
化
賞
・
文
化
奨
励
賞
〉

　

市
内
に
お
住
ま
い
か
、
主
な
活

動
場
所
が
市
内
に
あ
る
18
歳
以
上

の
個
人
と
団
体

〈
青
少
年
文
化
賞
・
青
少
年
文
化

奨
励
賞
〉

●
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
小
・
中

学
校
や
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
中

か
、
相
当
す
る
年
齢
の
方

●
市
内
に
お
住
ま
い
か
通
学
し
、

小
・
中
学
校
や
高
等
学
校
な
ど
に

在
学
中
か
、
相
当
す
る
年
齢
の
方

で
組
織
す
る
団
体

表
彰
基
準　

次
の
基
準
に
該
当
す

る
個
人
や
団
体

〈
文
化
賞
〉

●
全
国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

で
、
最
高
賞
か
最
高
賞
に
次
ぐ
賞

を
受
賞
し
て
い
る

●
全
道
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

で
最
高
賞
を
受
賞
し
て
い
る

●
全
市
的
な
規
模
で
文
化
の
振
興

に
貢
献
し
て
い
る
（
活
動
年
数
が

25
年
以
上
）

〈
文
化
奨
励
賞
〉

●
全
道
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

で
連
続
し
て
入
選
し
て
い
る
か
、

全
国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
、
特
に
今
後

の
文
化
活
動
が
期
待
さ
れ
る

●
地
区
の
規
模
で
文
化
の
振
興
に

貢
献
し
て
い
る
（
活
動
年
数
が
20

年
以
上
）

〈
青
少
年
文
化
賞
〉

　

全
国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

で
最
高
賞
を
受
賞
し
て
い
る

〈
青
少
年
文
化
奨
励
賞
〉

　

全
国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

で
最
高
賞
に
次
ぐ
賞
か
、
全
道
規

模
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
最
高
賞

を
受
賞
し
て
い
る

＊
８
月
31
日
ま
で
に
所
定
の
推
薦

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
推
薦
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
教
委
社
会
教
育
課（
内

線
８
９
５
）

第　

回
読
書
ま
つ
り

　

子
ど
も
ス
タ
ッ
フ

　

テ
ー
マ
は
、「
こ
と
ば
・
こ
こ
ろ
・

未
来
〜
つ
な
げ
よ
う
あ
し
た
へ
〜 

」

で
す
。

　

ゲ
ス
ト
に
絵
本
作
家
の
か
と
う

ま
ふ
み
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。

対
象　

小
学
３
年
以
上
の
方

日
程　

●
準
備
＝
９
月
５
日
㈯
・

12
日
㈯
・
13
日
㈰
、
10
月
３
日
〜

11
月
７
日
の
毎
週
土
曜　

●
読
書

ま
つ
り
＝
11
月
10
日
㈫
〜
15
日
㈰

内
容　

古
本
ば
く
り
っ
こ
、
装
飾

作
り
、
昔
あ
そ
び
・
工
作
ス
タ
ッ

フ
・
読
み
聞
か
せ
、
一
日
司
書
・

一
日
館
長
な
ど
を
担
当

定
員　

30
人

申
込
み　

８
月
18
日
ま
で
に
図
書

館
（
☎
373
〜
７
６
６
７
）

　

育
児
交
流
会

対
象　

０
歳
児
と
そ
の
親 

日
時
・
内
容　

●
８
月
20
日
㈭
＝

遊
び
の
紹
介　

●
８
月
27
日
㈭
＝

む
し
歯
予
防
の
話
な
ど　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

定
員　

先
着
25
組

申
込
み　

８
月
18
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

移
動
採
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　

献
血
に
ご
協
力
を

　

現
在
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
で
、
関
東
・
関
西
地
区
で

献
血
が
で
き
な
い
た
め
、
全
国
的

に
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

対
象　

16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以

上
の
場
合
は
、
60
〜
64
歳
に
献
血

し
た
こ
と
が
あ
る
方
）

30

文化賞
文化奨励賞
青少年文化賞
青少年文化奨励賞

推薦してください



⑮

日
程　

８
月
３
日
㈪

コ
ー
ス　

み
ど
り
ネ
ッ
ト
北
海
道

道
央
事
務
所
（
輪
厚
中
央
）
＝
午

前
９
時
〜
９
時
30
分
▼
コ
ー
プ
さ

っ
ぽ
ろ
エ
ル
フ
ィ
ン
店
（
栄
町
）

＝
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８

０
７
）

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

　

料

理

教

室

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
た

め
の
料
理
の
こ
つ
を
学
び
ま
せ
ん

か
。
男
性
も
歓
迎
し
ま
す
。

対
象　

30
歳
以
上
の
方

日
時　

８
月
20
日
㈭　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

調
理
実
習
、
健
康
・
栄
養

講
座

定
員　

先
着
15
人

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
は
し
・
茶
碗
・
ふ
き
ん

（
台
拭
き
用
と
食
器
用
）

申
込
み　

８
月
13
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

　

高
齢
者
地
域
交
流
会

対
象　

外
出
に
不
安
や
制
限
が
あ

り
、
一
部
介
助
が
あ
れ
ば
外
出
可

能
な
方
（
介
護
保
険
や
障
害
者
自

立
支
援
法
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
動
し
て
い
る

方
を
除
く
）

日
時　

８
月
19
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
45
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

内
容　

介
護
予
防
体
操
、
交
流
会

定
員　

先
着
20
人

持
ち
物　

健
康
手
帳（
あ
る
方
だ
け
）

＊
会
場
ま
で
の
行
き
帰
り
が
難
し

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

８
月
12
日
ま
で
に
高
齢

者
支
援
課
（
内
線
８
１
１
）

高
齢
者
の
た
め
の

　

健
康
増
進
講
演
会

　

健
康
で
い
き
い
き
人
生
を
！

　

年
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
あ
き

ら
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
は
「
こ
こ
ろ
」
の
老
化
の
第

一
歩
で
す
。
老
化
さ
せ
な
い
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
18
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

講
師　

五
輪
橋

産
科
婦
人
科
小

児
科
病
院
名
誉

理
事
長　

丸ま
る
や
ま山

淳じ
ゅ
ん
じ士
さ
ん

定
員　

１
０
０
人

＊
西
の
里
方
面
は
市
民
バ
ス
で
送

迎
し
ま
す
。
乗
車
場
所
、
時
間
な

ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
講
演
会
は
、
12
月
11
日
㈮

に
夢
プ
ラ
ザ
で
も
開
催
す
る
予
定

で
す
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
（
内
線

６
９
４
）

　

き
た
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
展

　

北
広
島
市
は
昭
和
63
年
４
月
に

　

「
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

戦
後
64
年
が
経
ち
、
私
た
ち
の

記
憶
も
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
と

し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
戦
争
の

な
い
恒
久
平
和
の
実
現
を
願
い
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

広
島
と
長
崎
の
被
爆
の
様
子
と
、

原
爆
に
よ
る
人
間
へ
の
危
害
な
ど

を
知
る
パ
ネ
ル
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

日
程　

８
月
10
日
㈪
〜
17
日
㈪

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）

　

花

ホ

ー

ル

　

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー

　

普
段
は
見
ら
れ
な
い
舞
台
裏
を

見
て
み
ま
せ
ん
か
。
ピ
ン
ス
ポ
ッ

ト
操
作
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

対
象　

小
学
５
年
以
上
の
方

日
時　

８
月
19
日
㈬　

午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

定
員　

先
着
20
人

申
込
み　

８
月
９
日
ま
で
に
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
（
☎
372
〜
７
６
６
７
）

帰　　　り

経　　路 午前
（２台）

午後
（１台）

北広島霊園発 11:20 15:00
大曲パークゴルフ場
バス停 11:27 15:10

大曲中央３丁目
バス停 11:32 ー

みどりの郷団地
バス停 ー 15:18

ＪＲ上野幌駅
バス停 ー 15:28

西の里第２団地
バス停 ー 15:30

西の里バス停 ー 15:32
北広島駅東口
③番のりば ー 15:44

松葉町１丁目
バス停 11:42 ー

高台小学校
バス停 11:45 ー

高台町４丁目
バス停 11:48 ー

南町３丁目
バス停 11:51 ー

青葉３丁目
バス停 11:53 ー

栄町２丁目
バス停 11:56 ー

市役所前着 12:00 15:50

行　　　き

経　　路 午前
（２台）

午後
（１台）

市役所前発 9:20 12:50
栄町２丁目
バス停 9:24 ー

青葉３丁目
バス停 9:27 ー

南町３丁目
バス停 9:29 ー

高台町４丁目
バス停 9:32 ー

高台小学校
バス停 9:35 ー

松葉町１丁目
バス停 9:38 ー

北広島駅東口
③番のりば ー 12:56

西の里バス停 ー 13:08
西の里第２団地
バス停 ー 13:10

ＪＲ上野幌駅
バス停 ー 13:12

みどりの郷団地
バス停 ー 13:22

大曲中央３丁目
バス停 9:48 ー

大曲パークゴルフ場
バス停 9:53 13:30

北広島霊園着 10:00 13:40

８/14金・15土

申込み　環境課申込み　環境課
　　　（内線825）　　　（内線825）

今年度から、申し込みが必要になりました。
８月10日㈪までに申し込んでください。



⑯

　

北
方
領
土
パ
ネ
ル
展

　

８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
強
調
月
間
」
で
す
。

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
択え

と

捉ろ
ふ

島
、
国く

な
し
り後
島
、
色し

こ
た
ん丹
島
、
歯は

ぼ
ま
い舞

群
島
の
北
方
四
島
の
早
期
返
還
の

実
現
は
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民

の
長
年
に
わ
た
る
悲
願
で
す
。

　

北
方
領
土
返
還
運
動
の
歩
み
、

豊
か
な
大
自
然
、
ビ
ザ
な
し
交
流

の
様
子
な
ど
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展

示
し
ま
す
。

日
程　

８
月
18
日
㈫
〜
24
日
㈪

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）

　

第
１
回
北
広
島

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
大
会

　

初
の
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
市
内
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
初
代
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
た

く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生

日
時　

９
月
６
日
㈰　

午
後
０
時

30
分
〜
２
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

会
場　

総
合
体
育
館
ゴ
ロ
ッ
ケ
ー
場

種
目　

低
学
年
の
部
、
高
学
年
の
部

表
彰　

各
部
門
、
上
位
３
位
ま
で

に
賞
状
と
賞
品
を
贈
呈

定
員　

60
人

申
込
み　

８
月
14
日
ま
で
に
体
育

課
（
内
線
８
９
０
）

近
隣
市
交
流
事
業

　

子
育
て
支
援
者
交
流
会

　

札
幌
市
厚
別
区
・
江
別
市
・
北

広
島
市
の
３
市
に
よ
る
近
隣
市
交

流
会
で
す
。

対
象　

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

子
育
て
支
援
に
か
か
わ
る
方

日
時　

９
月
11
日
㈮　

午
前
10
時

15
分
〜
午
後
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容
・
講
師

●
講
演
会
「
地
域
は
ふ
れ
あ
う
大

家
族
」
＝
む
く
ど
り
ホ
ー
ム
ふ
れ

あ
い
会
代
表　

柴
川
明
子
さ
ん

●
実
技
演
習「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、

手
遊
び
な
ど
」
＝
３
市
の
保
育
士

申
込
み　

９
月
４
日
ま
で
に
児
童

家
庭
課
（
内
線
８
１
４
）

第
７
回

　

輪
厚
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
７
日
㈮　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
受
付
午

前
10
時
か
ら
）

＊
片
付
け
の
た
め
、
午
後
３
時
30

分
に
閉
館
し
ま
す
。

会
場　

輪
厚
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容

●
山
田
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
さ
ん
の

ヨ
ー
ヨ
ー
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
牧

三
四
郎
さ
ん
の
手
品
シ
ョ
ー
（
午

前
11
時
〜
11
時
30
分
）

●
お
ま
つ
り
縁え

ん
に
ち日

（
く
じ
引
き
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
型
抜
き
、
昔
遊

び
な
ど
）

●
ゲ
ー
ム
大
会

＊
昼
食
が
必
要
な
方
は
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

輪
厚
児
童
セ
ン
タ
ー（
☎

377
〜
８
３
８
９
）

　

す
く
す
く
広
場

〈
西
の
里
き
ら
き
ら
保
育
園
〉

　

七
夕
祭
り
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
７
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
〜
８
時
（
雨
天
決
行
）

内
容　

焼
き
鳥
・
く
じ
な
ど
の
出

店
や
盆
踊
り
、
花
火
な
ど

＊
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

西
の
里
き
ら
き
ら
保
育

園
（
☎
375
〜
５
８
３
３
）

〈
大
曲
は
だ
か
ん
ぼ
保
育
園
〉

　

水
遊
び
や
プ
ー
ル
な
ど
、
夏
の

遊
び
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
と
そ

の
保
護
者

日
時　

８
月
５
日
㈬　

午
前
10
時

〜
11
時

定
員　

先
着
10
組

持
ち
物　

●
４
・
５
歳
児
＝
水
着
・

水
泳
帽
・
バ
ス
タ
オ
ル　

●
３
歳

以
下
＝
ぬ
れ
て
も
い
い
服
装
か
水

着
・
日
よ
け
の
た
め
の
帽
子
・
体

を
拭
く
タ
オ
ル

問
合
せ　

大
曲
は
だ
か
ん
ぼ
保
育

園
（
☎
376
〜
２
５
３
７
）



⑰

〈
大
地
太
陽
森
の
家
保
育
園
〉

　

ど
ろ
ん
こ
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

３
歳
ま
で
の
子
と
そ
の
親

日
時　

８
月
11
日
㈫　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

定
員　

先
着
10
組

＊
汚
れ
て
も
良
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

大
地
太
陽
森
の
家
保
育

園
（
☎
377
〜
１
９
３
３
）

　

異
年
齢
交
流

〈
す
み
れ
保
育
園
〉

　

バ
ス
で
円
山
動
物
園
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

対
象　

３
歳
〜
就
学
前
の
子
と
そ

の
親

日
時　

９
月
２
日
㈬　

午
前
９
時

〜
午
後
２
時

定
員　

先
着
７
組

持
ち
物　

弁
当
・
お
や
つ
・
雨
が
っ

ぱ
（
雨
天
時
だ
け
）

申
込
み　

８
月
15
日
ま
で
に
、
す

み
れ
保
育
園
（
☎
373
〜
５
６
６
０
）

〈
稲
穂
保
育
園
〉

◆
観
劇

日
時　

９
月
２
日
㈬　

午
前
９
時

45
分
〜
11
時

内
容　

劇
団
風
の
子
の
演
劇
「
あ

そ
ぼ
」
を
見
る

◆
稲
穂
祭
り

　

園
児
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

９
月
11
日
㈮　

午
前
９
時

45
分
〜
11
時

参
加
料　

１
０
０
円

◆
共
通
事
項

対
象　

２
歳
〜
就
学
前
の
子
と
そ

の
親

定
員　

先
着
10
組

申
込
み　

８
月
10
日
ま
で
に
稲
穂

保
育
園
（
☎
373
〜
７
７
４
５
）

　　

子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。
親
子

で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い

遊
び
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

日
時　

８
月
28
日
㈮　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

●
赤
い
実
の
会「
布
の
お
も
ち
ゃ
」

の
展
示
と
遊
び

●
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
部
屋

●
手
作
り
ゲ
ー
ム
の
部
屋

●
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
な
ど

●
相
談
コ
ー
ナ
ー
＝
身
長
・
体
重

の
測
定
、
離
乳
食
・
栄
養
相
談
、

歯
科
相
談
、
子
育
て
相
談
な
ど

●
お
楽
し
み
タ
イ
ム
＝
ミ
ッ
ク
ス

ジ
ュ
ー
ス
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
魔
法

の
遊
び
（
午
前
10
時
30
分
か
ら
）

●
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
＝
弁
当
持
参
で

自
由
参
加

問
合
せ　

す
ず
ら
ん
保
育
園
（
☎

372
〜
２
２
１
５
）

子育て支援ランド



⑱

　

子
育
て
講
座

対
象　

５
歳
ま
で
の
子
と
そ
の
親

日
時　

８
月
４
日
㈫　

午
前
10
時

〜
11
時

会
場　

西
の
里
き
ら
き
ら
保
育
園

内
容　

わ
ら
べ
歌
遊
び

定
員　

先
着
10
組

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

西
の
里
き
ら
き
ら
保
育

園
（
☎
375
〜
５
８
３
３
）

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
体
験
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
〉

　

気
軽
に
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
中
学

生
以
上
の
方

日
時　

８
月
８
日
・
22
日
・
29
日

の
各
土
曜　

い
ず
れ
も
午
後
６
時

〜
７
時
（
８
月
29
日
だ
け
午
後
７

時
30
分
〜
８
時
30
分
）

会
場　

総
合
体
育
館

定
員　

先
着
４
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴

＊
上
半
身
に
ボ
タ
ン
が
な
く
、
だ

ぶ
つ
か
な
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

〈
小
学
生
卓
球
教
室
〉

　

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生

日
時　

８
月
７
日
㈮
〜
９
日
㈰　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

総
合
体
育
館

定
員　

20
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴

〈
共
通
事
項
〉　

申
込
み　

８
月
５
日
ま
で
に
市
体

育
協
会
（
総
合
体
育
館
内
・
☎
372

〜
０
８
０
８
）

　
日
時　

９
月
20
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
か
ら
（
受
付
午
前
８
時
10
分

か
ら
総
合
体
育
館
）

会
場　

総
合
体
育
館
周
辺
と
エ
ル

フ
ィ
ン
ロ
ー
ド

種
目　

各
男
女
別

●
小
学
生
の
部
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
部（
１
チ
ー
ム
６
人
、６
区
間
）

●
中
・
高
校
生
の
部
、
一
般
の
部

　

（
１
チ
ー
ム
５
人
、
５
区
間
）

参
加
料　

一
般
の
部
＝
７
５
０
０

円
、
中
・
高
校
生
の
部
＝
３
０
０

０
円
、
小
学
生
の
部
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
部
＝
無
料

申
込
み　

８
月
31
日
ま
で
に
直
接

か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
市

体
育
協
会
（
総
合
体
育
館
内
・
☎
372

〜
０
８
０
８
・
FAX

　

372
〜
６
２
２
６
・

電
子
メ
ー
ルk-taikyo@

lapis.
plala.or.jp

）

　

落

語

講

座

　

落
語
を
楽
し
む
た
め
の
落
語
入

門
教
室
で
す
。
ち
り
と
て
ち
ん
の

味
わ
い
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
毎

回
楽
し
い
落
語
が
一
席
あ
り
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
方

日
時
・
会
場　

●
８
月
18
日
〜
９

月
１
日
の
毎
週
火
曜
、
９
月
９
日

㈬　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

＝
中
央
公
民
館　

●
９
月
13
日
㈰

午
後
２
時
＝
西
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー

体
育
館
（
全
５
回
）

内
容　

落
語
の
成
り
立
ち
、
上
方

落
語
と
江
戸
落
語
演
出
法
の
違
い
、

噺は
な
し
の
仕
方
・
落
語
案
内

講
師　

落
語

家　

桂
枝
光

さ
ん

定
員　

先
着

50
人

参
加
料　

全
５
回
５
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

申
込
み　

８
月
15
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
（
☎
373
〜
０
１
０
１
）

健
康
に
な
る
教
室

　

リ
ン
パ
セ
ラ
ピ
ー

　

健
康
に
な
る
た
め
に
、
自
分
自

身
の
体
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

20
歳
以
上
の
女
性 

日
時　

８
月
25
日
、
９
月
８
日
・

29
日
、
10
月
13
日
・
27
日
、
11
月

10
日
の
各
火
曜
（
全
６
回
）　　

い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

２００９

きたひろ駅伝



〈
七
宝
焼
き
そ
の
コ
ツ
の
コ
ツ
教
室
〉

　

ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　

20
歳
以
上
の
方

日
時　

８
月
27
日
〜
９
月
17
日
の

各
木
曜
（
全
４
回
）　
　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
正
午
（
９
月
10
日
だ

け
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

会
場　

大
曲
会
館　

講
師　

七
宝
焼
き
サ
ー
ク
ル
講
師

佐さ
と
う藤

敦あ
つ
こ子

さ
ん

定
員　

先
着
10
人

参
加
料　

５
０
０
円

＊
材
料
費
５
０
０
円
〜
１
０
０
０

円
が
別
に
掛
か
り
ま
す
。　

申
込
期
限　

８
月
19
日

〈
共
通
事
項
〉

申
込
み　

大
曲
地
区
生
涯
学
習
振

興
会
（
☎
377
〜
４
４
１
５
）

　

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
連
合
北
海
道
北
広
島
地
区
連
合

〝「
平
和
ア
ニ
メ
映
画
」
上
映
〞

日
時
・
会
場　

●
８
月
３
日
㈪　

午
前
10
時
か
ら
＝
輪
厚
児
童
セ
ン

タ
ー　

●
８
月
４
日
㈫　

午
前
10

時
か
ら
＝
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動

室
、
午
後
１
時
か
ら
＝
団
地
住
民

セ
ン
タ
ー　

●
８
月
５
日
㈬　

午

前
10
時
か
ら
＝
西
の
里
会
館
、
午

後
１
時
30
分
か
ら
＝
大
曲
児
童
セ

ン
タ
ー

問
合
せ　

連
合
北
海
道
北
広
島
地

区
連
合
（
☎
372
〜
１
１
５
１
）

▼
新
婦
人
北
広
島
支
部
〝
新
婦
人

親
と
子
の
平
和
の
つ
ど
い
〞

　

平
和
な
未
来
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
２
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

映
画
「
ム
ッ
ち
ゃ
ん
の
詩う

た

」

を
見
て
、
す
い
と
ん
を
食
べ
な
が

ら
平
和
を
語
る

問
合
せ　

島し
ま
が
き垣

（
☎
377
〜
４
７
１
５
）

▼
き
た
ひ
ろ
シ
ル
バ
ー
太
極
拳
の

会〝
第
４
回
た
な
ば
た
太
極
拳
大
会
〞

　

年
に
１
回
、
牽け

ん
ぎ
ゅ
う牛

・
織し

ょ
く
じ
ょ女

と
な

り
、
一
堂
に
会
し
て
心
ゆ
く
ま
で

太
極
拳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
７
日
㈮　

正
午
〜
午

後
４
時

会
場　

総
合
体
育
館

内
容　

参
加
者
全
員
で
入
門
８
式
・

初
級
８
式
・
簡
化
24
式
・
88
式
太

極
拳
前
半
を
表
演
、
団
体
の
表
演

＊
総
合
体
育
館
の
入
館
料
は
掛
り

ま
せ
ん
。
受
付
で「
大
会
参
加
者
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

飯い
い
じ
ま島

（
☎
373
〜
０
１
６
８
）

▼
北
広
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟〝
第

19
回
北
広
島
連
盟
会
長
杯
〞

日
時　

８
月
９
日
㈰　

午
前
９
時

か
ら（
受
付
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

9
月
15
日
号
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
8
月
15
日
ま
で
に
、
10
月
１
日
号
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
9
月
１
日
ま
で
に
原

稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
か
ら
の
依
頼
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
広
報
原
稿
の
締
め
切
り

会
場　

緑
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目　

一
般
男
女
、
シ
ニ
ア
Ａ
（
45

歳
以
上
）
男
女
、
シ
ニ
ア
Ｂ
（
60

歳
以
上
）
男
女

参
加
料　

一
般
１
２
０
０
円
、
会

員
９
０
０
円

申
込
み　

８
月
５
日
ま
で
に
後ご

と
う藤

（
☎
・
FAX

　

375
〜
２
１
６
６
）

▼
北
海
道
生
命
保
険
相
談
会
〝
マ

ネ
ー
プ
ラ
ン
講
座
「
生
命
保
険
セ

ミ
ナ
ー
」正
し
い
保
険
の
選
び
方
〞

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
希
望
者
に

は
個
別
証
券
分
析
を
し
ま
す
。
当

日
、
証
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

営
業
・
あ
っ
せ
ん
は
行
い
ま
せ
ん
。

日
時　

８
月
９
日
㈰　

午
後
１
時

〜
３
時

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

定
員　

先
着
10
人

申
込
み　

８
月
７
日
ま
で
に
阿あ

べ部

（
☎
090
〜
１
３
８
７
〜
６
４
４
１
）

▼
北
広
島
九
条
の
会
〝
第
14
回
例

会「
憲
法
九
条
を
と
り
ま
く
情
勢
」〞

　

来
年
施
行
す
る
国
民
投
票
法
と

　

「
第
９
条
戦
争
の
放
棄
」
と
の
関

連
を
分
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
９
日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師　

合
同
法
律
事
務
所
弁
護
士

内
田
信
也
さ
ん

参
加
料　

２
０
０
円
（
高
校
生
以

下
は
無
料
）

問
合
せ　

梁や
な
が
わ川
（
☎
・
FAX

　

372
〜
４

３
２
９
）

▼
夏
の
無
料
お
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
デ
イ

　

椅
子
に
座
っ
て
、
立り

ゅ
う
れ
い礼
で
行
い

ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
２
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

折お
り
は
ら原

（
☎
373
〜
５
０
５
２
）

▼
北
広
島
水
泳
協
会
〝
第
25
回
記

念
北
広
島
市
民
水
泳
大
会
〞

　

当
日
受
け
付
け
（
無
料
）
で
参

加
で
き
る
ゲ
ー
ム
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
方

日
時　

８
月
23
日
㈰　

午
前
11
時

40
分
〜
午
後
３
時

会
場　

白
樺
プ
ー
ル

参
加
料　

１
種
目
＝
５
０
０
円
、

リ
レ
ー
＝
１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円

＊
詳
し
く
は
、
各
住
民
プ
ー
ル
に

あ
る
大
会
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

８
月
15
日
ま
で
に
所
定

の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
か

フ
ァ
ク
ス
で
岡お

か

喜き

み

え

美
江
（
〒
061
〜

１
１
４
８
山
手
町
３
丁
目
４
〜
５
、

☎
・
FAX

　

372
〜
３
４
２
４
）

　

募
集
し
ま
す

▼
レ
・
ミ
オ
ン〝
演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞

　

吹
奏
楽
の
演
奏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
演
奏
を
さ
せ
て
く
れ
る
学

会
場　

中
央
公
民
館

内
容　

●
リ
ン
パ
の
流
れ
を
良
く
す
る
方
法

●
代
謝
促
進
・
こ
り
の
解
消
・
美

肌
力
ア
ッ
プ

●
心
と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

講
師　

リ
ン
パ
セ
ラ
ピ
ー
ス
ー
パ

ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

笠
原
恵
美
子

さ
ん

定
員　

先
着
12
人

参
加
料　

全
６
回
５
０
０
円

＊
材
料
費
１
回
５
０
０
円
が
別
に

掛
か
り
ま
す
。

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
タ
オ
ル
２

本
・
飲
料
水

＊
首
回
り
の
大
き
く
開
い
た
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

８
月
18
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
（
☎
373
〜
０
１
０
１
）

　

か
が
や
け
大
曲
事
業

〈
世
代
間
交
流
う
る
お
い
や
す
ら

ぎ
「
森
は
と
も
だ
ち
」
教
室
〉

　

幅
広
い
年
代
で
、
木
工
ク
ラ
フ

ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

森
林
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

対
象　

小
学
３
年
以
上
の
方

日
時　

８
月
11
日
㈫　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

講
師　

石
狩
森
林
管
理
署
職
員

定
員　

先
着
15
人

持
ち
物　

軍
手
・
タ
オ
ル

申
込
期
限　

８
月
５
日

校
や
施
設
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
募

集
し
ま
す
。
楽
器
の
音
色
を
目
の

前
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

菅す
が

（
☎
090
〜
５
２
２
２

〜
０
９
１
５
）

▼
日
本
詩
吟
学
院
緑
吟
会

　

詩
吟
の
素
晴
ら
し
さ
を
一
度
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

●
昼
の
部
＝
毎
週
水
曜　

午
後
１
時
〜
３
時　

●
少
年
の
部

＝
毎
週
水
曜　

午
後
６
時
〜
７
時

●
夜
の
部
＝
毎
週
金
曜　

午
後
７

時
〜
９
時

会
場　

金
田
宅
（
大
曲
並
木
３
丁

目
12
〜
６
）

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

金か
ね
た田
（
☎
377
〜
３
８
９
６
）

▼
平
岡
福
音
教
会
・
大
曲
エ
ル
フ

ィ
ン
会
〝
英
会
話
ク
ラ
ス
〞

　

英
語
の
歌
や
手
遊
び
、
絵
本
、

ゲ
ー
ム
な
ど
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

子
育
て
ヒ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
ま
す
。

対
象　

３
歳
〜
小
学
校
低
学
年
と

そ
の
母
親

日
時　

毎
週
水
曜　

午
後
３
時
30

分
〜
４
時
30
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

講
師　

元
保
育
士　

マ
ン
ダ
ー
ズ

左
重
子
さ
ん

会
費　

月
額
５
０
０
円（
教
材
費
）

問
合
せ　

マ
ン
ダ
ー
ズ
（
☎
376
〜

０
２
３
０
）

⑲
「ふれあい通信」はサークルの会員募集や行事のお知らせにご利用ください。ただし、サークルの会員募集は６カ月に一度の掲載に限らせていただきます。
広報原稿は直接か FAX372-5115、電子メール koho@city.kitahiroshima.lg.jp で情報推進課へ。また、原稿の文章は、できる限り短くしてください。１団体
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６
月
20
日
、
札
幌
市
厚
別
区

の
サ
ン
ピ
ア
ザ
・
光
の
広
場
で

北
広
島
高
校
書
道
部
が
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
書
道
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

お
気
に
入
り
の
ゆ・
・ず
の
曲
の

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
全
身
を
使

い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
「
書
」
を

表
現
。
歌
う
よ
う
に
伸
び
や
か

に
、
迷
う
こ
と
な
く
、
歌
詞
を

書
き
進
み
ま
す
。
伝
統
的
な
書

道
が
「
静
」
か
ら
「
動
」
に
変
わ
る
瞬
間
。

　
　

「
観
る
人
に
書
道
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」
。

部
員
た
ち
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

道
央
自
動
車
道

の
輪
厚
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
に
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
専
用
の
出
入

り
口
・
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
設
置
さ
れ
、

６
月
29
日
、
快
晴

の
空
の
下
で
開
通

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
ご
み
リ
サ
イ

ク
ル
の
方
法
や
課

題
を
話
し
合
う
全

国
交
流
大
会
が
、

７
月
16
日
、
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
生

ご
み
の
活
用
な
ど

３
人
の
講
師
の
熱

　

７
月
18
日
、
西
部
地
区
交
通
安
全
協
議
会
が
、
夏
休
み
に
入

る
子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
西
部
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
10
回
目
の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

生ごみリサイクル全国交流大会in北広島 北
広
島
高
校
書
道
部
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
書
道

西
部
地
区
自
転
車
交
通
安
全
教
室

西
部
地
区
自
転
車
交
通
安
全
教
室

輪厚スマートインターチェンジ開通

若葉小学校６年

＊
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

マイ
タウン
ニュース

マイ
タウン
ニュース

まめ記者

⑳

蒲
が も う

生勇
ゆ う き

樹さん
( 児童会長 )

心
な
話
に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
４
０
０
人
を
越

え
る
参
加
者
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
午
後
の
意
見

交
流
で
は
、
北
広
島
環
境
市
民
の
会
の
松
下
さ
ん

が
コ
ン
ポ
ス
ト
の
工
夫
し
た
使
い
方
を
紹
介
。

　

一
人
一
人
の
小
さ
な
工
夫
や
実
践
が
、
地
球
環

境
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
確
信
が
持
て
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
や
自
転
車
の
操
作

を
学
ん
だ
50
人
余
り
の
子
ど
も

た
ち
は
、
Ｓ
字
カ
ー
ブ
や
細
い

直
線
コ
ー
ス
で
悪
戦
苦
闘
。
し

ば
ら
く
す
る
と
、
ふ
ら
つ
い
て

い
た
子
も
徐
々
に
上
達
し
、
最

後
に
は
楽
し
そ
う
に
講
習
コ
ー

ス
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
学
期
に
は
元
気
に
登
校
し

て
ね
。

あ
い
さ
つ
運
動
の
様
子

　

記
念
す
べ
き
一
番
車
と
し
て
通
過
し
た
の
は
、

千
歳
の
大お

お
の野

裕ゆ
う

さ
ん
。
上
野
市
長
か
ら
笑
顔
で
花

束
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
本
番
。
便
利
に
な
っ
た
高
速
道
路
を
使

っ
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
お
出
掛
け
す
る

の
も
、
き
っ
と
楽
し
い
で
す
ね
。


